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原稿   1 ページ目 

診療明細名称  件数   

前立腺全摘除術 53  

腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） 53  

精巣摘除術 2  

精巣悪性腫瘍手術 2  

精巣固定術 1  

停留精巣固定術 1  

包茎手術 8  

包茎手術（環状切除術） 8  

PNL(経皮的腎結石破砕術) 11  

経皮的尿路結石除去術（経皮的腎瘻造設術を含む。） 11 * 

TUL(経尿道的尿管結石破砕術) 97  

経尿道的尿路結石除去術（その他のもの） 1  

経尿道的尿路結石除去術（レーザーによるもの） 96  

膀胱砕石術 65  

経皮的尿路結石除去術（経皮的腎瘻造設術を含む。） 11 * 

体外衝撃波腎・尿管結石破砕術（一連につき） 54 * 

TUR-P/HoLEP 28  

経尿道的レーザー前立腺切除・蒸散術（ホルミウムレーザー又は

倍周波数レーザーを用いるもの） 
25  

経尿道的前立腺手術（その他のもの） 1  

経尿道的前立腺手術（電解質溶液利用のもの） 2  

TUR-Bt 93  

膀胱悪性腫瘍手術（経尿道的手術）（その他のもの） 3  

膀胱悪性腫瘍手術（経尿道的手術）（電解質溶液利用のもの） 90  

腎盂尿管鏡検査 13  

腎盂尿管ファイバースコピー（片側） 9  

腎盂尿管ファイバースコピー（両側） 4  

ESWL 54  

体外衝撃波腎・尿管結石破砕術（一連につき） 54 * 

腹腔鏡下尿膜管摘出術 1  

腹腔鏡下尿膜管摘出術 1  

経尿道的尿管拡張術 1  

経尿道的尿管狭窄拡張術 1  

膀胱尿管新吻合術 1  

尿管膀胱吻合術 1 * 

（診療報酬請求の番号の発出を元にカウントした件数） 

＜＜今今年年度度のの成成果果とと来来年年度度へへのの抱抱負負＞＞  

外来患者数、入院患者数および手術件数は前年より

増加し、2023年12月当院に導入された手術支援ロボット

「ダビンチXi」によるロボット支援手術は、順調に症例数を

重ねている。 

泌尿器科の進歩は著しく、外科的治療では腹腔鏡手

術やロボット支援手術といった低侵襲治療が普及し、薬

物治療では革新的な新薬が次々に産み出されている。

今後とも多くの患者から「ありがとう」と言っていただけるよ

うに、最新で良質な医療を安全に提供できるように日夜

診療に励む。 

昨年度と同様に救急患者や時間外患者を診察し、ロボ

ット支援手術を積極的に行うことにより、入院患者数（年

間650名以上）および手術件数（年間400件以上）を増加

させることを目指す。 

なお2026年3月で射場昭典が退職し、康原根浩が新た

に部長に就任する予定である。 

今年は、腎尿管悪性腫瘍手術や膀胱全摘除術もロボ

ット支援手術を導入し、さらなるロボット支援手術を増加さ

せたいと考えている。 

 

 

 

診診療療局局：：産産婦婦人人科科  

＜＜ススタタッッフフ紹紹介介＞＞  
役  職 スタッフ名 

診療局長兼産婦人科部長 
兼薬剤管理センター長 

兼周産期センター産科医療センター長 
兼医療安全管理室長 

兼国際診療支援センター長 

荻田 和秀 

副部長 古谷 毅一郎 

医 長 鹿戸 佳代子 

医 長 張 良実 

医 長 山下 紗弥 

医 長 來間 愛里 

非常勤医員 小島 祥文 (9月退職) 

非常勤医員 喜多 美里 (12月退職) 

非常勤医員 真野 雄貴 (9月退職) 

非常勤医員 中谷 早希 (9月退職) 

非常勤医員 鈴木 理英 (9月退職) 

非常勤医員 野村 友香 (10月入職) 

非常勤医員 川崎 悠歩 (10月入職) 

非常勤医員 中村 舞 (10月入職) 

  

＜＜特特色色とと概概要要＞＞  

2008年度より、市立貝塚病院産婦人科との集約化の結

果、泉州広域母子医療センターとして再編され、当科は周

産期センター産科医療センターとしての機能を担って17年

目になる。婦人科手術と悪性腫瘍の化学療法は市立貝塚

病院にて産婦人科医が行い、当院では夜間休日の産婦人

科一次・二次救急、分娩、母体搬送、産科手術を担当して

いる。産科病棟（6階山側病棟）は2009年より完全母児同室

を開始しており、麻酔科による和痛分娩も月15件ほど行っ

ている。 

 

詳細については「共同運営部門：＜周産期センター＞産

科医療センター」をご覧ください。 
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診診療療局局：：眼眼科科  

＜＜ススタタッッフフ紹紹介介＞＞  
役  職 スタッフ名 

医 長 谷口 美砂 

非常勤医師 1名 

視能訓練士 1名 

＜＜特特色色とと概概要要＞＞  

2022年6月より常勤医が赴任し、院内紹介のみで外来診

療を開始し、2024年9月より院外紹介での診察も開始して

いる。院内・院外診察は原則として紹介を通しての診療とな

っている。診察している疾患は主に白内障、緑内障、網膜

疾患を中心に、眼科一般である。 

当院は救命救急センターを併設しており、外傷（主に交

通外傷）に合併した眼症状を呈する症例も多く、救命診療

科とも連携を取りながら診療を行っている。 

またNICUでは和歌山県立医科大学の協力で未熟児網

膜症の診療を行っている。 

＜＜実実績績＞＞  
患者数（外来及び入院中眼科受診、延べ人数の推移）     (人) 

年度 
外来 入院中眼科受診患者数 

延べ患者数 1日平均 延べ患者数 

2021年度 450 1.9 336 

2022年度 621 2.6 311 

2023年度 827 3.4 391 

2024年度 639 2.6 265 

2025年度 652 2.7 248 

 

 

 

 

 

＜＜今今年年度度のの成成果果とと来来年年度度へへのの抱抱負負＞＞  

2015年度より長らく休診していた外来診療を再開できた

が、その間には眼科診察・治療法において様々な進化が

みられた。特にAIを搭載した検査機器は目覚ましい発展を

遂げており、それまでは大まかにしか捉えることのできなか

った部位をより鮮明な画像で描写し、詳細に解析・観察す

ることが可能になってきた。また、得られたデータを基に新

たな疾患概念や分類法、治療法も考案されている。引き続

きこれまでの経験をもとに新しく得られた知識を生かしつつ

診療にあたりたいと思う。 
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